
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKAMATSU 

ファミサポ通信 

第 22 号 

平成 29 年 6 月発行 
「子育ての援助をしたい人」と「子育ての援助をして

ほしい人」を結ぶ会員組織として、これからも皆さま

の笑顔をつないでまいります。 

ちょっぴりお箸が進まなかったお弁当。 

お皿に移してもらったら、ほら、完食！ 

たかまつファミサポの援助活動の様子 
ちょこっと 

拝見！ 

畑作業の体験をさせてもらうことも。 

今回はグリーンピースの収穫と皮むきを体験。

夕飯に出したら、喜んで食べたよ！ 

 

援助を依頼している人 

どっちも会員 久保 みどりさん 

             ちえりちゃん（３歳） 

昨年１２月に東京から引越ししてきて、自宅で親

子教室を開きました。湯淺さんなしでは、出来な

かったと感じています。最初は、お教室に一緒に

入っていただき、娘のお世話をしてもらっていま

した。娘も湯淺さんが大好きになりました。３歳

になったので、「由美さん（娘は由美さんと呼びま

す）にお教室に来てもらうのと、由美さんのお家

に行くの、どっちがいい？」と娘の意見を聞くと、

娘は迷わず湯淺さんのお家を選びました。今では、

笑顔で「いってきまーす！」と、言ってくれます。 

私は、湯淺さんのおかげで大好きなお仕事が続け

られます。娘は、お仕事以外の場所、家族以外の

人との交流、学びの体験をさせていただいていま

す。我が家にとっては、ファミサポは、一石二鳥

です。これからも、お世話になると思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

援助をしている人 

どっちも会員 湯淺 由美さん 

 
以前、不規則な仕事をしていたので、私はまかせて

会員の青木さんに随分とお世話になりました。小学

校と保育園に息子と娘を迎えに行っていただき、夕

飯もお願いして･･･。ご自分の孫のように接していた

だきました。子ども達は大きくなりましたが、地域

の行事などでお見かけすると、走り寄っていきます。

あの時、青木さんの全面サポートがあったからこそ

今があり、感謝しかありません。だから、今の活動

は恩返し。私にできることをしていきたいです。 

おかげさまで、たかまつファミサポは 

今年１０周年を迎えました！ 

湯淺さんのお膝で、絵本を楽しむちえりちゃん。 

「自分の子育ての時には、

こんな風にゆっくりでき

なかったから、今、子育

てをやり直しているよう

な感じです。心を開いて

くれて嬉しいし、かわい

いです。」と、微笑む湯淺

さん。 


